
⽥中ザック (2021/12/25)

CSV結果をExcelと 
Timeline Explorerで 

解析する⽅法



CSVを開くと、このように表⺬される：
Excel



⾒にくいので左上をクリックして、 
まず全セルを選択します：



AとBの間の線をダブルクリックすると、 
列の幅が⾃動的に調整されます：

幅が広いので、なるべくワイドな�
モニターをおすすめします！



B2セルを選択してから、View→Freeze 
Panesをクリックすると、タイムスタンプと
⾒出しが固定されるのでおすすめします：



1.1番⽬の⾏を全部選択します�
2.Data→Filterをクリックします



そうすると、深刻度のレベル等でフィル
タすることができます。



誤検知もありますが、criticalから順番に
アラートを調べることをおすすめします。



各レベルに⾊を付けるとより分かりやすくなります：



⾊付け完了



イチオシ！！！�
Eric Zimmermanが作ったCSV解析ツール�
C#で開発され、Excelより速くて、便利！！�
https://ericzimmerman.github.io/#!index.md 
からダウンロードできます。�
※残念ながら、Windowsのみ・・

Timeline Explorer



Timeline Explorer



Levelでのフィルタリング





イベントIDでのフィルタリング



Levelでのフィルタリング



Skinが沢⼭！！



コンピュータ名でのグルーピング

ドラッグ＆ドロップ



コンピュータ名でのグルーピング



イベントIDでのグルーピング



レベルでのグルーピング



アラートでのグルーピング



タグ機能�
調査に関係しているアラートとイベントに 

タグを付ける



タグでのグルーピング



列の固定
1.右下の「Search options」をクリックします

2.「First scrollable column」を「Time」に設定します：



Time列が固定される



Timeline Explorerをもっと使いこなしたい⽅へ�
この記事をおすすめします：

https://aboutdfir.com/toolsandartifacts/
windows/timeline-explorer/2/


